
参考資料２

1 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

課題の有無 役割・機能が重複する病院名 課題の内容 課題の有無

当該病院が構想

区域内で求めら

れる医療機能等

の明確化

医師の不足
医師以外の医療

従事者の不足

病床（数）の再

編
診療科偏在

地域連携・地域

包括ケア

新型コロナの影

響による患者動

向や救急搬送数

の変化

課題の内容 課題の有無
周辺に受入

病院がない

急性期治療

を終えた感

染症患者の

受入体制

患者（特に

重症患者）

の集中

地域の医療

機関との役

割分担・連

携（病院ご

とに受入の

基準に差が

ある等）

人手不足、

スタッフへ

の負担

施設の老朽

化、狭隘化

による受入

体制やゾー

ニングの難

しさ

通常診療へ

の影響（受

入制限等）

自由記載

地域の中核的病院と

して急性期医療を提

供

後方支援病院とし

て、回復期リハ、慢

性期医療を提供

地域包括ケア病棟等

の活用による在宅復

帰支援

独立行政法人国立病

院機構石川病院
無 有 ○ ○ 有 ○ ○ ○

加賀市医療センター 無 有 ○ ○ ○ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険小松市

民病院
無 有 ○ ○ ○ ○ 有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

やわたメディカルセ

ンター
有

小松市民病院、加賀市医

療センター

24時間365日急性心筋梗塞に対応する

緊急カテーテル検査治療体制の維持
○ ○

当院での体制維持が困難であり、2次

医療圏内で適正に機能が維持できるの

か不明確、機能集中させた際にクラス

ター発生すると「地域急性期」医療が

機能マヒする懸念

有 ○ ○ ○

軽症から中等症の新規感染者を一定数

受け入れ、急性期治療や基礎疾患の管

理に努める。基幹病院で急性期コロナ

治療を終えた方を積極的に受け入れ、

自宅復帰へ支援する。

○ ○

国民健康保険能美市

立病院
無 有 ○ ○ ○

在宅支援病院として、地域連携、地域

包括ケアシステムの強化
有 ○ ○ ○ ○ ○

病院名

近接する病院の役割・機能の重複による課題の有無

基本情報 1．地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能 ２．地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能

地域医療構想の実現に向けた当該病院の課題（上記以外）の有無 新型コロナウイルス感染症対応における他の医療機関との役割分担や連携における課題の有無 地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能（現状）



地域医療構想を踏まえた各医療機関の対応方針 回答一覧

1

独立行政法人国立病

院機構石川病院

加賀市医療センター

国民健康保険小松市

民病院

やわたメディカルセ

ンター

国民健康保険能美市

立病院

病院名

基本情報

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

在宅医療（訪問診

療、往診等）、訪問

看護、訪問リハビリ

等

レスパイト目的の入

院受入

地域連携室や居宅介

護支援事業所による

地域の医療機関等と

の連携

健康教室や出前講座

等の啓蒙事業

健康維持増進に関す

る保健、介護（フレ

イル）予防事業

地域包括ケアシステ

ムに関わる者を対象

とした研修会の開催

自由記載 医師の不足
医師以外の医療従

事者の不足

関係事業者との連

携強化

病床の転換（地域

包括ケア病棟等）

ICTを活用した連携

体制の構築

入退院支援や相談

機能の充実
自由記載

複数病院の統合・

再編

病院・診療所間の

連携体制の構築

役割・機能の見直

しによる病床数の

見直し

役割・機能の見直

しによる診療科目

の見直し

医療機能の共同購

入等による効率的

調達

医薬品、診療材料

の共同購入

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

3次救急ではなく、地域急性期としての二

次救急医療と、回復期・生活期を支える地

域包括ケア・回復期リハビリテーションを

担当する

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２．地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能 ３． 機能分化・連携強化

地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能（現状） 地域包括ケアシステムの構築に向けた当該病院の課題 機能分化・連携強化の取組



地域医療構想を踏まえた各医療機関の対応方針 回答一覧

1

独立行政法人国立病

院機構石川病院

加賀市医療センター

国民健康保険小松市

民病院

やわたメディカルセ

ンター

国民健康保険能美市

立病院

病院名

基本情報

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

5．新設・建替等を予定する病院

医師の相互派遣
医療情報共有等の

連携体制の構築

基幹病院における

高度な医療機能の

整備

基幹病院における

医師派遣機能の整

備

地域医療連携推進

法人の設立

地域連携クリティ

カルパスの導入
自由記載

高度急性期

（現行）

急性期

（現行）

回復期

（現行）

慢性期

（現行）

休棟等

（現行）

高度急性期

（見直し後）

急性期

（見直し後）

回復期

（見直し後）

慢性期

（見直し後）

休棟等

（見直し後）

○ ○

○ ○ 33年
病院経営強化プラン策定の中で、建替の検討

を行う。

○
今後増加が予想される慢性心不全の地域連

携パスの普及啓発にはまだ課題が多い

感染対策等のために、今後多床室を個室に

改築して病床数を減ずる可能性がある
102 98 8 102 98 8

○

３． 機能分化・連携強化 4．病床機能を見直す病院

見直し内容

主たる施設

の築年数
既存の施設の状況及び新設・建替の概要
（自由記載）

機能分化・連携強化の取組

見直しの概要（自由記載）


